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メタデータ流通ガイドラインとは…

メタデータ流通を支える

コミュニケーションツール
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なぜ今、
「メタデータ流通ガイドライン」なのか？



 2012年1月正式公開。図書館等が扱
う情報資源のメタデータの統合的検索
機能の提供。

 メタデータの標準化・オープンライセ
ンス化の促進を図るなど、メタデータ
流通を維持・向上するための取り組み。

NDLサーチが担ってきた役割
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集約したメタデータの流通促進によ
り、連携機関のコンテンツと利用者
をつなぐ。

https://iss.ndl.go.jp/information/outline/plan/



NDLサーチを取り巻く環境の変化
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https://vision2021.ndl.go.jp/ ビジョン2021-2025 国立国会図書館のデジタルシフト

 デジタルコンテンツの利活用を促進す
る場としてのジャパンサーチ。NDL
サーチは、「書籍等分野のつなぎ役」
としてメタデータを提供。

 図書館が扱う情報資源の多様化。NDL
サーチが求められる役割・スピード感
にも変化。

情報資源と知的資源をつなぐ７つの重点事業

より効率的で、実効性のあるメタ
データ流通を整備していく必要性



「メタデータ流通ガイドライン」は
こう作りました



メタデータWGの発足
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 業務連携のための恒常的な会議体。

 この活動の一環として、JSTより、メタデータの利活
用促進に向けた相互運用性の改善を目的としたWGの
設置について提案があった。

 あわせて、NIIより、デジタルアーカイブのメタデー
タ流通検討など、個別検討課題の提案。

三機関連絡会議

メタデータWGの発足



①各種スキーマ改訂時に本WGでレビューを行うことで、メ
タデータを利用する側の観点を入れる。

②異なるスキーマ間で項目のマッピングを検討。

③メタデータ交換の方法を検討し、相互運用性を改善するた
めに求められることを見いだす。

④データクレンジングに活用するために、メタデータの記述
ルールを共有する。

⑤メタデータの利用条件を検討する。

メタデータWGの検討範囲
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 連携の種類、目的、運用状況などを整
理する作業に着手。

 現状を可視化することで、効率化と流
通する情報の充実にもつなげる。

三機関のメタデータ連携
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三機関間内の整理プロセスや検討体
制を基盤とし、より広い視点でのメ
タデータ連携（メタデータ流通）の
改善検討へ…



個別課題の検討

2022/6/8 JOSS2022 10

「メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG）」実施体制（R3年度）

NDL：電子情報サービス課等

NDL：電子情報サービス課等JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

NII：学術コンテンツ課

JST：研究成果連携グループこれからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

メタデータWG

NII：学術コンテンツ課

NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

JST：研究成果連携グループ

デジタルアーカイブの
メタデータ流通

サービス連携の将来像 研究データ

・・・
検討体制

検討課題

この検討基盤のもとで、
課題を柔軟に設定
していきます！

今後も



メタデータ流通ガイドラインの作成へ
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「メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG）」実施体制（R3年度）

NDL：電子情報サービス課等

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

メタデータWG

NII：学術コンテンツ課

デジタルアーカイブの
メタデータ流通 各大学図書館等でデジタル化された

貴重書等のコンテンツについて、
ジャパンサーチ等の統合検索サービ
スを通じてアクセスを可能とするた
めのシステム、メタデータ、識別子
付与のあり方を検討する。

メタデータ流通ガイドライン

検討成果として…



より良い
「メタデータ流通ガイドライン」

にするために



射程を幅広く、そして明確に

• 主な対象

デジタルアーカイブ、蔵書目録をはじめとする

各種データベースのメタデータ設計に関わる方

• 主な目的

図書館等が扱う多様な情報資源の発見可能性を高めるため、

持続可能性のあるメタデータ流通を実現する
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検討成果を形にする、活用する
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

共通編

資料種別編

別紙：メタデータ流通経路

別紙：データ項目一覧

多様な情報資源の
発見可能性の向上

持続可能性のあるメ
タデータ流通の実現
（システム間連携コ
ストの最小化）

学術機関（大学等）のデ
ジタルアーカイブのメタ
データの適切な流通経路

の整理

DC-NDL（RDF）と
JPCOARスキーマのデー

タ互換性の整理

デジタルアーカイブの流
通に必要なメタデータ要

素の検討

目的 R3までの検討範囲 成果物

スキーマの改訂

システム対応



将来に活かす検討プロセスの構築
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対象データ群
の設定

流通経路の整理
経路上の交換ス
キーマの確定

互換性の整備
ガイドライン
への反映

学術機関（大学等）
のデジタルアーカイ

ブ

IRDBを経由する
経路、

それ以外の経路

JPCOARスキーマ
（IRDB)とDC-
NDL(RDF）（NDL

サーチ）

項目マッピング
とスキーマ改訂

検討

NII、JPCOAR、
これから委員会、

NDL…

ガイドライン（ド
ラフト版）公開！

検討の目的のすりあわせ。
コンテンツを埋もれさせ

ない！
ガイドラインがしばりに

ならないように…

IRDBを経由す
ればDOIを付与

できる。
蓄積されたアーカイブ
の中には対応が難しい

ものも？？
どこまでをスコープに

するべきか…

コンテンツの利活
用のために必要な
情報は？何をどう
いれてもらえると
よいのか？？

それぞれのスキー
マの性質・目的は
尊重したい。

どういうところに
違いが？？

流通経路の整理

ゆるやかな対応付け

「推奨度」の設定
今後の検討予定もガイドラインへ

R3
年度
検討

検討
事項

検討体制の
立ち上げ

現実に即して経路のスコープを設定

「流通のポイント」の案内

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
長



「メタデータ流通ガイドライン」の特長



流通経路整理とスキーマ間の互換性整備
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• アグリゲータ同士の連携経路の整理
IRDB、NDLサーチ、ジャパンサーチと
いったアグリゲータ同士のメタデータ流
通の経路が整理されることで、より持続
可能性が高く、国際的な視点を入れた広
範囲で、効率的な流通を実現できる。

• スキーマ間の互換性整備
連携ルート上のメタデータ交換のスキー
マ間で互換性を整備。項目新設の検討、
解釈や課題の共有など。DC-NDL（RDF）

ゆるやかな標準化



推奨度の設定
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推奨
（Recommended）

強く推奨（Strongly 
Recommended）

任意（Optional）

多くのサービスでの利用が想定され、メタデータやコンテン
ツの利用にあたって重要。ぜひ入力いただきたい情報。

可能な限り付与することが望ましい情報。
入力することで、類似資料との識別がしやすくなるなど、よ
り活用の幅が広がる。

メタデータをよりリッチにするための情報。
細やかな検索や高度な利活用にも対応でき、専門的な研究に
も資することができる。

メタデータ流通に際して求められる各項目の推奨度を設定 メタデータの
詳細度が上がる

活用に重要な情報（強く推奨）と、よりリッチにしていくための情報を明確に



（参考）推奨度の設定例
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流通のポイント
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スキーマに依らない、
メタデータ流通にお
ける考慮点などを記
載。

既存の基準やガイド
ラインなどにそって
案内していくことも
意識。



「メタデータ流通ガイドライン」が
目指しているもの



知の共有を支えるメタデータ流通
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図書館
システム

JPCOARスキーマ...

DOI登録

分野別
リポジトリ

助成機関
共有

システム

リポジトリ

RDM
システム

メタデータ
共通項目...

機関
リポジト

リ

JPCOARスキーマ,
DCMIメタデータ語彙...

助成機関
公開

システム

デジタル
アーカイブ

研究データ

共同研究
機関の

リポジトリ

リポジトリ

論文

図書館
システム

CATP, MARC21...

JPCOAR
スキーマ...

メタデータ
共通項目...

デジタル
アーカイブ

図書/雑誌

EJ/eBook 学協会
サイト リポジトリ

KBART...

ERDB-JP

NACSIS-
CAT/ILL

IRDB

JaLC DataCite

医中誌
Web

WSD

CiNii

ジャパン
サーチ

NDL
サーチ

NDL
デジタルコ
レクション

WSD
WSD

CORE OpenAIR
E

JPCOAR
スキーマ

→DC-
NDL(RDF)

GRANTS

メタデータ
共通項目...

メタデータ共通項目...



R4年度メタデータWGの検討課題
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○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

メタデータWG

デジタルアーカイブの
メタデータ流通

サービス連携の将来像研究データ

NDL：電子情報サービス課等

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

メタデータの
オープンライセンス化

NDL：電子情報サービス課等

JST：情報基盤事業部
研究成果連携グループ

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

NDL：電子情報サービス課等

NII：オープンサイエンス基盤研究センター、
学術コンテンツ課

JST：情報基盤事業部研究成果連携グループ
NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

JST：研究成果連携グループ

アグリゲータでのデータクレン
ジング（正規化等）の情報共有
とガイドラインへの反映なども ガイドライン検討から独立。

抄録のライセンスなども含
め情報共有から着手。

ガイドラインの資料種別編へ
の反映

CiNii Researchリリー
ス以降の新しい連携
に向けた取組。

（R5年度以降の検討）
公共図書館など、その他の経路の整備



ガイドラインが見据える流通の将来像
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多様な情報資源の発見可能性の向上

持続可能性のあるメタデータ流通の実現（システム間連携コストの最小化）

メタデータ流通ガイドライン

様々な関係者や利用者のフィードバック

継続的な改善プロセス

目的の達成

情勢の変化に応じ、柔軟に検討・反映

資料種別編の拡充

ガイドライン自体がコミュニケーションツールとして機能していく

課題の解決

ガイドラインが、メタデータ流通の促進を共通の目的とする、
複数のスキーマ、システム、機関等々が対話を行う土台となる


